
 

 

「今月の一冊 ～わたしのすきな絵本～」（8 月） 

 

 

 

 

『 まほうの夏』 
 

 

 

                
 

 

  

 

 

藤原 一枝 作／ はた こうしろう作・絵／ 岩崎書店 

対象：乳幼児から 

矢祭町長 佐川 正一郎 

矢祭町子ども読書の街づくり推進委員会委員長 

＜ご紹介者＞ 

わたしのすきな絵本 

 

 今年も暑い夏がやって来ました。夏休みに入り子ども

達もそれぞれに楽しい日々を過ごしていると思います。 

８月にご紹介する絵本は、藤原一枝先生の“まほうの

夏”です。まほうと聞くだけで私たちは、何か楽しく想

像することができます。 

藤原一枝先生は、7 月 16 日に亀戸昭和町通商店街で

開かれた矢祭もったいない市場に偶然訪れたのがご縁

です。 

東京育ちの兄弟のおはなしで、東京では体験できない

地方の街での夏休みを過ごした時間を絵本にしました。

母親の実家を訪れ、様々な体験が子どものパラダイスで

す。全てが新鮮に映り、絵のテンポが速く絵本に引き込

まれます。 

この夏に帰省した孫たちや子どもたちと楽しい夏の

思い出を創ってください。 

子どもたちも一生記憶に残ることと思います。 内容のご紹介 

夏休みにおかあさんのいなかに行った。虫取り、海水浴、木のぼり…圧巻は海釣り！ ぼくと弟

のまほうの夏の想い出で描く絵本。 

 紹介文 岩崎書店／矢祭もったいない図書館 


